






要約:三歳児健康診査で発見された視覚異常児の事後措置の実態は,昨年度の調査で明らか

にしたように,三歳児健康診査に視覚検査が導入された平成 2 年 10 月以後,弱視の早期発

見・早期治療が可能となったことが最も顕著であった。今年度は,事後措置後の経過を視

力の面から調査を加えた。その結果,弱視の治療成績も良好であることが判明し,三歳児健

康診査に視覚検査が導入されたことが,小児の視覚発達に及ぼす意義が大きいことが再確

認された。


